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 「いびき」で悩んでいる方いらっしゃいませんか？ 
旅行で他の人と同室になるのが憂鬱、パートナーの
いびきがうるさい、自分のいびきで熟睡できない、な
ど、様々なものがあると思います。 
 
 私自身もいびきが気になっていた為、様々ないび
き軽減デバイスを試してみたのですが、絶大な効
果があるものにたどり着きました。 
seven dreamersという会社が開発した「ナステント」
です。 

 この器具、鼻に管を
突っ込んで、空気の通り
道を作るので、いびきが
ほとんど出なくなります。
（管の中を息が通るとき
に、ピューピューという音
がでることがあります）。 
 

 自分で試用し、スマホのいびきチェックアプリで何
度も録音し、効果を評価してますが、私には間違い
なく効果があります。口テープ
や鼻に貼るテープなどとは、
別次元の効果です。 
 私は医療者なので、鼻に管
を突っ込むのには、全く抵抗
なく使用できました。 
     

 

 １日目はやや違和感ありまし
たが、２日目から気にならず
普通に眠れました。 
 
 一般の方でも、初めはちょっと抵抗があるかもしれ
ませんが、一度壁を乗り越えれば、なんてことはな
いと思います。 
 夫婦の寝室を別にする理由で「パートナーのいび
きがうるさい」というのは、少なくない様です。 
少子高齢化の原因が「いびき」であるとは申しませ
んが、家内安泰の為には、いびきの軽減が役立つ
事もきっとあると思います。 
 
 このデバイス、ネットで購入できるのですが、医療
器具なので、病院で「指示書」をもらう必要がありま
す。この指示書が出せる病院が実に少ない。 
ということで、小国公立病院で、ナステントの指示書
を発行できる様にしました。 
 1/22より、seven dreamers社
のホームページにも指示書発行
病院として「小国公立病院」が
掲載されております。 
 尚、ナステント自体の販売はい
たしませんので、ネットでご購入
ください。いびきでお悩みの方
は、ご相談ください。 

≪いびき・無呼吸軽減デバイス「ナステント」の指示書発行できます≫ 
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ま
ず
は
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入
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中
の
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の
た
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の
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れ
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と
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。 

 

気
軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。 

(

看
護
師 

室
原 

理
恵) 

(総合診療科 医師 片岡恵一郞) 
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 2月14日はバレンタインデーです。バレンタインデーは、愛を

誓い合う日として日本ではチョコを贈る習慣があります。最近で

は、愛を誓いのではなく、友達同士で贈りあう「友チョコ」や、自

分に贈る「自分チョコ」など多様な理由でチョコを贈っています。 

 そこで、おぐに老健では、通所ご利用者様に、日頃の感謝とこ

れからの健康を祈り、『バレンタインデー特別企画 デザートバイ

キング』を開催し、利用者の方にチョコを贈ることにしました。 

 

 今回のメインは・・・『チョコフォンデュ』です。 

温めたチョコレートソースを、高さ約

30cmある専用のタワーから流し、

フルーツやお菓子にチョコをつけて

食べて頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

「初めて食べました!!」 

「チョコとフルーツが合って美味しい!!」 

と皆さん、笑顔で楽しんでいました。 

 チョコが苦手な利用者の方に、おせんべいや白玉ぜんざいも

準備しましたが、そのおせんべいをチョコフォンデュしたところ、

美味しいことがわかり、意外な組み合わせに、驚きながらも、た

くさん食べて楽しまれたようです。 

 最後に、ご利用者様から、「また来年も宜しくお

願いします」と言われ、施設スタッフ一同の気持

ちが伝わったと思い、嬉しいバレンタインイベントと

なりました。  さて、次は何を計画しましょうか・・・ 

寒
す
ぎ
て 

肩
を
す
く
め
る 

厚
着
す
る 

～おぐに老健だより～ 

牛山 陽介
う し や ま  よ う すけ

 看護師 ２階病棟勤務 
趣味・特技：ドライブ・映画鑑賞 

 はじめまして。牛山陽介と申します。出身地は長野県で

す。 今年の1月から、くまもと復興応援ナースの一員とし

て、小国公立病院のほうで働かせていただいております。現時点では、

応援どころか足手まといになってしまっておりますが、多くの皆様に支え

て頂き、充実した日々を過ごさせて頂いております。小国町の地域医療

に、少しでも貢献させて頂ければと思っております。どうぞ宜しくお願い

申しあげます。 

～復興応援ナース紹介～ 

肩
が
懲
り
コ
リ 

片
頭
痛 

(管理栄養士 後藤 百合子) 

応援 

ありがとうございました!! 

 先日開催された『熊本城マラソン

2018』に、小国公立病院とおぐに老健の

職員から12名(ﾌﾙﾏﾗｿﾝ 5名、復興ﾌｧﾝﾗﾝ 

7名)が参加し、参加者全員、ケガをする

ことなく、完走することが出来ました。 

 今回はお揃いのオリ

ジナルTシャツを作成、

参加ランナーは着用し

て宣伝部隊として挑み

ました。 

沿道からはTシャツをみて 

『小国頑張れ!!』『小国公立病院・おぐに

老健ファイト～!!』という声援をたくさん

頂き、とても嬉しく、そして頑張る力に

なりました。もちろん、１人１人の頑張

りもありますが、皆さんの応援やサポー

トのおかげだと思っております。 

応援ありがとうございました。 

～参加者一同～ 

詠み人  

あんよ 

～新任看護師紹介～ 

 昨年９月から外来で勤務させて頂いてます、芝 由香

です。以前は、熊本市内の外科・胃腸科に在職していま

した。子育ての為、３年間ほど看護職を離れていました

ので、戸惑うことも多々あり、皆様にご迷惑をおかけして

しまうかもしれませんが、ご指導の程、宜しくお願い致します。 

芝 由香
し ば  ゆ か

 看護師 外来勤務 

高村 瑞穂
た かむ ら  み ず ほ

 看護師 ３階病棟勤務 

 結婚を機に小国町に越してきました。 

元々、関東の方で育ったので、言葉に慣れないこともあ

り、ご迷惑をおかけすることと思いますが、皆さま、宜しく

お願いいたします。 

次回  平成30年5月上旬 発行予定です。お楽しみに!! 

この日の満月は、別名 

「ｽｰﾊﾟｰﾌﾞﾙｰﾌﾞﾗｯﾄﾞﾑｰﾝ」 

  とも呼ばれています。 

2018/1/31 満月を撮影 撮影者： 
外来看護師 市川冬樹 


